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   The application of expansive splitter for industrial use to lithotripsy was studied. A natural 
rubber latex catheter  350  mm in length, 3.5 mm in diameter and 0.1 mm in thickness was newly 
developed for prevention from alkalization by expansive splitter. Expansive pressure generated 
by expansive splitter was measured to calculate the fragmentation time of urinary stones. Uri-
nary stones 20, 30 or 40 inm in diameter were expected to be fragmented in 7.5, 9 and 11 minutes. 
Human bladder stone 55 x 54 x 33 mm in size was divided into two parts in 24 minutes using ex-
pansive splitter.The fragmentation test of model calculi was performed to decide the boring 
length necessary for the fragmentation of urinary stones. The necessary boring length was a half 
of the stone diameter in stones smaller than 20 mm in diameter and was 3/4 of it in stones larger 
than 30 mm in diameter. A tolerance test of the catheter was performed. When the used cathe-
ters for splitting were immersed in water, no change was observed in pH, in spite of the eleva-
tion of pH from 6.6 to 12.3 when the splitter itself was immersed in water. No leakage of water 
from the catheter was observed in this tolerance test. Histological change on the epithelium of the 
bladder and the renal pelvis by expansive splitter was examined. The mucosa of the dog ;bladder 
and the pig renal pelvis, to which expansive splitter was made contact, showed no histological 
change after 30, 45 or 60 minutes after the contact. In conclusion, expansive splitter enclosed in 
the natural rubber latex catheter can be employed for clinical use to fragment urinary calculi 
in endourological procedures. 
                                                 (Acta urol. Jpn. 35 : 1105-1111, 1989) 














粉 末 で あ り(Fig.1),CaOを主 成 分 と した 無 機 成分
か らな る(TableI)1・2),膨張 破砕 剤 を 水 和 反 応 させ










































































P_E。 γ・2ゴ翌 。,2一レ γi2
P:膨 張 圧(kg/cm2)
E:鋼 管 の 弾 性 係 数(kg/cm2)
レ:ボ ア ソ ン比0.3
γ・:鋼 管 の 平均 外 径(cm)
γi:鋼管 の平 均 内径(cm)
ε:鋼 管 の 円周 方 向 の ひず み 量















と混和 した後,ジ ュラル ミン性鋳型に注入 して球状に
圧縮成形 した3).このように して作製した直径20,30,
40mmの球状モデル結石に,そ れぞれの結石の直径










に浸 し,その前後の蒸留水のpHの 変化をpH測 定
器を使用して測定した.こ の際,方 法2の実験で使用

































1.膨 張 圧 測 定実 験
測 定 され た 膨張 圧 は,Io分 で約50kg/cm2,15分で
約100kg/cm2と急激 に上 昇 し,120分 で約260kg/
cm2と な った(Fig.5).
2.ヒ ト膀 胱 結 石 破 砕実 験
ヒ ト膀 胱 結 石 は24分で2分 割 され た(Fig.6).
3.モ デ ル結 石 破 砕 実験
モ デ ル結 石 はFig.7の ご と く2～5分 割 され,破
砕 され た.破 砕 時 間 に つ い て はTable2の ご と く,
直 径20mmの モ デ ル 結 石 は20～22分 で破 砕 され た
が,直 径30mmの モ デ ル結 石 は 穿孔 す る孔 長 に よ り
25～41分とか な りの差 が あ った.ま た 直 径40mmの
モ デ ル結 石 は孔 長 が 直 径 の4分 の3で な けれ ば 破 砕 さ
れ なか った.な お破 砕 時 間 は,そ れ ぞれ の直 径 お よび





















































































変 化 は 認め られ なか った,対 照 に お い て は,pH6.6
か ら12.3へと 明 らか な 上 昇 を示 した.ま た,カ テ ー テ
ル 内 に蒸 留 水 を 注 入後,カ テ ー テ ル外 へ の蒸 留 水 の漏
出 は ま った く認 め られ なか った.
5.尿 路 上 皮 傷害 に 関す る検 討
イ ヌ膀 胱 に膨 張 破 砕 剤 を 注 入 後,生 理 食 塩 水 に て
500ml/hrの速 度 で潅 流 した と こ ろ,30分,45分,60
分 経 過 後,潅 流 液 のpHは7.8,7.5,7,1と生 理 的 な
尿 のpHの 範 囲 内に な った.ま たHE染 色 に て 膀 胱
粘膜 を 鏡検 した と こ ろ,膀 胱 粘膜 に は ま った く異 常 を
認 め な か った.ま た ブ タ腎 に 関 して も,30分,45分,
60分経 過後,潅 流 液 のpHは6.9,6.7,6.7と生理 的
な 尿 のpHの 範 囲 内 とな った.ま たHE染 色 に て 腎
孟 粘 膜 を鏡 検 した と ころ,腎 孟 粘膜 には ま った く異 常
を 認 め なか った.
考 察
尿路結石症 に対する治療 は,最 近革命的に変化し


























































k:被 破 砕 体 の 直 径/孔径



















































































































この論 文の要旨は,第27回日本ME学 会大会 および第76回
日本泌尿器科 学会総会 において発 表 した。 またこの研究は,
通産省工業 技術院化学技術研究所な らびに小野 田セ メン ト株
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校閲 を賜 わった恩師渡 辺決教授 に深甚 なる謝意 を表 す る.ま
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